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盛岡市議会議員《盛友会》後藤百合子だより
■
再
犯
防
止
計
画
に
つ
い
て

　

再
犯
防
止
推
進
計
画
と
は
、

平
成
29
年
閣
議
決
定
と
な
っ

た
、
国
民
が
犯
罪
被
害
に
あ
わ

ぬ
よ
う
、
5
年
間
で
政
府
が
取

り
く
む
初
の
計
画
。
こ
ん
に
ち

再
犯
率
は
約
49
％
刑
事
司
法
関

係
者
の
み
の
と
り
く
み
で
は
限

界
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
民

間
協
力
者
が
一
丸
と
な
っ
た
と

り
く
み
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ

の
5
の
基
本
方
針　

①
誰
一
人

と
り
の
こ
さ
な
い
社
会
実
現　

②
切
め
の
な
い
指
導
、
支
援　

③
犯
罪
者
に
、
社
会
復
帰
の
た

め
自
ら
の
努
力　

④
社
会
情
勢

に
応
じ
た
施
策　

⑤
国
民
の
関

心
、
理
解
を
じ
ょ
う
せ
い

7
の
重
点
課
題
と
具
体
的
施
策

　

①
就
労
・
住
居
の
確
保　

②

保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
促
進　

③
学
校
等
と
連
携

し
た
就
学
支
援　

④
特
性
に
応

じ
た
効
果
的
指
導　

⑤
民
間
協

力
者
の
活
動
推
進
、
公
報
・
啓

発
活
動
の
推
進　

⑥
地
方
公
共

団
体
の
連
携
強
化　

⑦
関
係
機

関
の
人
的
・
物
的
体
制
の
整
備

で
あ
る
。ア

．
計
画
を
策
定
の
意

義
は
。
盛
岡
市
が
同
計

画
を
勘
案
し
、
ま
た
盛
岡
市
再

犯
防
止
計
画
を
さ
だ
め
る
努
力

義
務
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
い
か
が
か
。

市
で
は
国
の
動
き
に
あ

わ
せ
、
犯
罪
を
お
こ
な

っ
た
人
の
更
生
保
護
に
と
り
く

み
再
犯
を
防
止
し
、
安
全
安
心

な
街
づ
く
り
を
目
ざ
す
。
国
の

計
画
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
地

方
版
計
画
を
策
定
す
る
。

イ
．
先
日
発
生
の
、
市

内
の
外
食
店
で
、
売
上

金
を
収
奪
し
よ
う
と
の
、
窃
盗

事
件
。
犯
人
は
再
犯
者
、
仙
台

市
で
事
件
を
お
こ
し
、
事
業
主

は
そ
の
弁
済
を
し
た
が
、
生
活

態
度
あ
ら
た
ま
ら
ず
、
事
件
に

い
た
っ
た
。
再
犯
は
、
泥
棒
、

詐
欺
、
薬
物
等
多
く
、
性
犯
罪

は
大
変
多
い
が
、
結
婚
を
へ
て

お
さ
ま
る
場
合
も
あ
る
。
実
態

は
ど
う
か
。

矯
正
施
設
等
を
退
所
後

は
、
職
業
と
住
居
の
確
保

が
大
事
と
認
識
し
て
お
り
、
支

援
が
必
要
。
岩
手
県
に
お
け
る

再
犯
者
に
つ
い
て
は
、
27
年
度
、

検
挙
者
1
，
4
3
0
人
、
う
ち

再
犯
が
7
0
3
人
、
再
犯
率
は

49
．
2
％
。
28
年
度
1
，
2
8
2

人
、
う
ち
6
8
0
人
で
53
％
、

29
年
度
1
，
2
7
2
人
、
う
ち

6
4
5
人
で
50
．
7
％
。

市
は
国
の
モ
デ
ル
事
業

に
応
募
、
認
定
と
な
っ
た

が
、
応
募
の
根
拠
と
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
お
こ
な
う
の
か
。

応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
市
に
3

施
設「
盛
岡
少
年
刑
務

所
」「
盛
岡
少
年
院
」「
盛

岡
少
年
鑑
別
所
」
が
あ
る
こ
と

で
、
取
り
く
む
べ
き
と
判
断
。

テ
ー
マ
は
3
つ「
高
齢
者
ま
た

は
障
害
あ
る
者
」「
犯
罪
を
し

た
者
の
等
の
居
場
所
の
確
保
」

「
犯
罪
を
し
た
者
の
等
の
居
場

所
の
確
保
」
に
取
り
く
む

保
護
観
察
所
な
ど
、
関
係

機
関
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

法
務
省
の
関
係
で
は
、

盛
岡
保
護
観
察
所
、
盛

岡
地
方
検
察
庁
、
盛
岡
少
年
刑

務
所
、
盛
岡
少
年
院
、
盛
岡
少

年
鑑
別
所
な
ど
。
民
間
団
体
で

は
、
盛
岡
地
区
保
護
司
会
、
更

生
保
護
女
性
会
、
盛
岡
地
区
の

更
生
保
護
協
力
事
業
主
連
絡
協

議
会
な
ど
。
ま
た
不
動
産
関
係

者
に
も
協
力
願
い
た
い
。

ど
の
よ
う
に
進
め
て
ゆ

く
か
。

ま
ず
11
月
に
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
的
な
も
の
を
お

こ
な
う
。計
画
期
間
中
は
毎
年
、

市
民
を
対
象
に
、
再
犯
防
止
と

は
何
か
、
P
R
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
お
こ
な
う
。
そ
の
周
知
の

あ
り
か
た
は
検
討
し
た
い
。
市

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
領
域
に
踏
み
込
ん

で
ゆ
く
こ
と
で
あ
り
、
し
っ
か

り
と
取
り
く
み
、
再
犯
防
止
、

犯
罪
を
減
ら
す
よ
う
な
成
果
に

結
び
つ
け
た
い
。
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2018．冬

市
政
だ
よ
り
、「
ゆ
り
こ
の
議
会
だ
よ
り
」は
、

政
務
活
動
費
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

2018(平成30年)
9月12日

一般質問（一問一答）

【
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】

２
０
１
9
年
2
月
17
日（
日
）ご
ご
２
時
よ

り
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
て
市
政
報
告
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。。　

私
が
要
望
、
提
唱
し
て
き
た
先
人
、
久

慈
次
郎
、
獅
子
内
謹
一
郎
等
、
は
じ
め

今
日
の
、
大
谷
翔
平
等
、
顕
彰
施
設
の

設
置
が
あ
り
、う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

■
山
本
課
長　

規
模
、
展
示
物
等
は

こ
れ
か
ら
の
検
討
と
な
り
ま
す
が
、

松
山
市
の「
坊
ち
ゃ
ん
球
場
」
の
野
球

歴
史
資
料
館（
の
・
ボ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
）
の
よ
う
に
、
松
山
市
の
先
人

の
み
な
ら
ず
、
愛
媛
県
の
先
人
を
紹

介
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
様
に
、
盛

岡
市
の
先
人
の
み
な
ら
ず
、
岩
手
県

の
先
人
を
紹
介
で
き
る
施
設
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

近
年

【
連
携
協
約
と
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
市
と
県
の
、
初
の
共
同

事
業
で
す
。
つ
い
て
は「
連
携
協
約
」

と「
事
務
の
委
託
」
が
必
要
と
、
お
聞

き
し
ま
す
。

■
山
本
課
長　

本
事
業
計
画
は
、
岩

手
県
及
び
盛
岡
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公

の
施
設
と
し
て
条
例
設
置
す
る
こ
と

に
伴
い
、
地
方
自
治
法
に
定
め
る「
連

携
契
約
」
を
締
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
も
の
で
、

県
議
会
及
び
市
議
会
そ
れ
ぞ
れ
の
議

決
が
必
要
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
共
同
事
業
に
お
い
て
、
民

間
活
力
に
よ
り
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

「
県
市
共
同
所
有・
市
単
独
発
注
方
式
」

を
採
用
予
定
で
あ
り
、
県
の
事
務
を

市
が
受
託
す
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自

ゆりこの盛岡市議会
Q＆Ａ

ゆりこの盛岡市議会
Q＆Ａ

治
法
に
定
め
る「
事
務
の
委
託
」
に
つ

い
て
締
結
す
る
も
の
で
、
県
議
会
及

び
市
議
会
そ
れ
ぞ
れ
の
議
決
が
必
要

と
な
る
も
の
で
す
。

【
実
現
に
む
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

□
ゆ
り
こ　

こ
れ
か
ら
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
、
う
か
が
い
ま
す
。

■
山
本
課
長
平
成
30
年
12
月
市
議
会

と
同
県
議
会
に
お
い
て
、「
連
携
協

約
」
に
か
か
る
議
決
を
い
た
だ
き
締

結
、
31
年
１
月
に「
盛
岡
南
公
園
野
球

場（
仮
称
）
整
備
事
業
整
備
基
本
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
実
施
方
針・
業
務
要

求
水
準
書（
案
）
を
公
表
し
ま
す
。
３

月
市
議
会
と
同
県
議
会
に「
事
務
の
委

託
」
に
か
か
る
議
決
を
い
た
だ
き
締

結
、
４
月
に
業
者
選
定
に
係
る
募
集

要
項
を
公
表
し
、
11
月
に
事
業
者
選

定
を
行
い
ま
す
。

　

32
年
３
月
に
事
業
者
と
本
契
約
を

締
結
し
、
32
年
４
月
か
ら
設
計・
施
工

に
着
手
し
、
35
年
４
月
供
用
開
始
を

目
差
し
ま
す
。

【
共
同
事
業
の
意
義
】

□
ゆ
り
こ　
初
の
共
同
事
業
は
、
意
義

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
。
ま
た
今
後
、
他
分

野
に
お
け
る
展
開
、
そ
の
影
響
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
。

■
山
本
課
長　

今
回
の
事
業
は
、
県

と
市
の
共
同
事
業
に
よ
る
施
設
整
備

④
こ
れ
か
ら
の
展
望

②
取
り
く
み
の
意
向

①
計
画
に
対
す
る
認
識

③
関
係
機
関
と
の
連
携

で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の「
県
市
共

同
所
有
」
は
全
国
で
初
の
事
例
で
す
。

ま
た
、
県
と
市
の
共
同
事
業
を「
民
間

資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等

の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
）」
に
基
づ
く
事
業
手
法
を
採

用
す
る
の
も
全
国
で
初
の
事
例
と
な

る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
人
口
減
に
よ
り
公
共
施
設

の
縮
小
が
必
要
と
な
る
中
で
、
県
と

市
の
共
同
事
業
は
、
今
後
の
モ
デ
ル

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
分

野
以
外
で
も
必
要
と
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。　

盛
岡
市
配
偶
者
暴
力
相

□
ゆ
り
こ　
現
在
の
市
営
野
球
場
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
を
お
考
え
で
し
ょ
う
。

■
山
本
課
長　

現
市
営
野
球
場
に
つ

い
て
は
、「
盛
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
適

正
配
置
方
針
」
に
お
い
て
、『
建
替
え
』

「
硬
式
野
球
大
会
が
開
催
で
き
る
施
設

と
し
て
、
計
画
期
間
内
に
建
て
替
え

を
行
い
、
現
施
設
に
つ
い
て
は
、
廃

止
と
す
る
。」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
資
金
と
し
て
前
述
し
た「
公

共
施
設
等
適
性
管
理
推
進
事
業
債
」

を
活
用
し
た
場
合
、
既
存
の
市
営
野

球
場
と
県
営
野
球
場
を
、
新
野
球
場

の
供
用
開
始
後
５
年
以
内
に
廃
止
す

る
こ
と
が
要
件
と
な
る
も
の
で
す
。

平
成
35
年
に
供
用
開
始
し
た
場
合
、

40
年
ま
で
に
は
廃
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
供
用
開
始
後
の

利
用
状
況
や
、
競
技
団
体
、
市
営
野

球
場
の
あ
る
地
元
町
内
会
等
か
ら
意

見
を
伺
い
、
対
応
方
針
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
最
後
に
】

□
ゆ
り
こ　
現
在
の
市
営
球
場
の
整

備
に
は
、
私
の
祖
父
・
後
藤
清
郎（
現

在
の
岩
手
日
報
社
の
創
業
者
。
昭
和
17

年
か
ら
逝
去
の
20
年
2
月
ま
で
、
翼
賛

推
薦
の
盛
岡
市
議
会
議
員
）
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
11
年
2
月
の
社
説
等

に
、
市
営
球
場
を
現
在
の
場
所
に
整
備

す
べ
し
と
の
、
論
陣
を
は
り
推
奨
し
ま

し
た
。
当
時
の
県・
市
は
左
京
長
根（
旧

競
馬
場
付
近
）
を
想
定
し
た
も
の
を
く

つ
が
え
す
に
い
た
り
、
そ
の
結
果
、
盛

岡
市
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
は
、
大
躍
進
を

果
た
し
ま
し
た
。
新

球
場
の
整
備
に
あ
た

り
、
こ
れ
ら
経
緯
を

検
証
の
上
、
現
球
場

の
今
後
あ
る
べ
き
姿

を
検
討
さ
れ
た
い
。
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お
り
、
施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
で
あ
り
、

大
会
等
に
使
用
さ
れ
る
機
会
が
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
は
代
替

施
設
の
整
備
と
し
て
、
収
容
人
員
１
万

人
規
模
の
野
球
場
の
建
設
を
検
討
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
県
営
野
球
場
は
、
昭
和
45
年

に
開
設
し
、
昭
和
58
年
、
平
成
５
年
に

大
規
模
な
改
修
を
行
っ
て
き
た
が
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
市
が
、

県
に
対
し
て
２
万
人
規
模
の
野
球
場
の

共
同
整
備
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、
共

同
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
き
た

も
の
で
す
。

□
ゆ
り
こ　
新
市
営
球
場
に
つ
い
て

は
、
現
球
場
の
老
朽
化
が
一
因
で
す

が
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
平
成
４
年
、

旧
都
南
村
と
の
合
併
に
あ
た
り
、
新

球
場
を
都
南
地
区
に
、
と
の
要
望
が

あ
り
、
実
現
を
見
る
形
と
な
っ
た
と

の
見
解
が
あ
り
ま
す
。

【
経
緯
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

要
望
が
大
き
か
っ
た
新
市
営
球
場
で

す
。
こ
の
た
び
県
も
ま
た
新
県
営
球

場
を
と
の
意
向
で
、
な
ら
ば
共
同
で

整
備
を
お
こ
な
う
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
規
模
も
当
初
、
市
単
独
の
設

定
で
は
、
収
容
人
員
1
万
人
か
ら
、

２
万
人
規
模
へ
。
こ
の
経
緯
を
う
か

が
い
ま
す
。

■
山
本
課
長　
現
市
営
野
球
場
は
、
昭

和
13
年
に
開
場
し
約
80
年
が
経
過
し
て

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

突
撃
突
撃
突
撃

と
つ
げ
き

と
つ
げ
き

【
そ
の
○
】
45

　 　
い
よ
い
よ
着
手
が
な
る
、
盛
岡

南
公
園
野
球
場（
仮
称
）、
永
井
地

区
に
お
け
る
、
推
進
計
画
。
そ
の

意
義
と
見
込
ま
れ
る
効
果
に
つ
い

て
、
盛
岡
市
市
民
部
・
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
、
山
本
英
朝
課
長
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
す
。

盛
岡
市
、岩
手
県
と
も
に
取
り
く
む『
盛
岡
南
公

園
野
球
場（
仮
称
）』整
備
事
業
。

県・市
共
同
で
の
初
の
試
み
、い
ま
動
き
だ
す
、、

■
山
本
課
長　
所
在
地
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
平
成
４
年
の
盛
岡
市
と
都

南
村
の
合
併
建
設
計
画
に
お
い
て
は
、

野
球
場
を
都
南
東
部
地
区
へ
建
設
を
進

め
る
と
の
記
載
も
あ
っ
た
が
、
平
成
６

年
に
策
定
さ
れ
た
盛
岡
市
体
育
施
設
整

備
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
野
球
場
建
設

地
は
盛
岡
南
公
園
が
適
地
と
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
後
、
平
成
11
年
度
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
平
成
28
年
度
の
岩
手

国
体
、
岩
手
大
会
に
向
け
て
野
球
場
以

外
の
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
野
球
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
に

「
盛
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
こ
の
計
画
期
間
内（
平
成
25
年

度
〜
34
年
度
）
内
に
整
備
を
行
う
こ
と

と
し
た
も
の
で
す
。　
以
前
は
殴
る・

【
規
模
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
規
模
に
つ
い
て
は
、
図

1
の
通
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
構
想

に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

■
山
本
課
長　

野
球
場
の
施
設
規
模

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
公
認
野
球
規
則
」

で
定
め
る
施
設
基
準
に
合
致
し
、
プ
ロ

野
球
一
軍
公
式
戦
の
開
催
に
対
応
し
た

機
能
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ズ
は
両
翼

１
０
０
ｍ
、
中
堅
１
２
２
ｍ
と
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
現
時
点
で
、
岩
手
県
内
に

お
い
て
こ
の
基
準
を
ク
リ
ヤ
し
た
野
球

場
は
な
い
も
の
で
す
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
内
外
野
全
面
に
人

工
芝
を
張

り
、
利
用
期

間
の
延
長
と

天
然
芝
の
養

生
期
間
を
な

く
す
こ
と
に

よ
り
利
用
率

の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
夜

間
照
明
は
、

照
度
基
準
を

硬
式
野
球
の

公
式
戦
が

開
催
で
き
る

明
る
さ
を
確

保
し
ま
す
。

収
容
人
員
は
、
内
野
１
２
，
０
０
０

人
、
外
野
８
，
０
０
０
人
の
計
２
０
，

０
０
０
人
と
す
る
も
の
で
す
。
駐
車
場

は
、
新
た
に
１
，
０
０
０
台
分
を
整
備

し
、
既
存
の
２
０
０
台
分
と
併
せ
１
，

２
０
０
台
と
す
る
も
の
で
す
。

屋
内
練
習
場
は
、
野
球
場
と
別
棟
と
し
、

内
野
が
入
る
大
き
さ
と
し
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
や
野
球
以
外
に
も
多
目
的
に

利
用
で
き
る
よ
う
計
画
し
ま
す
。　
盛

【
事
業
費
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　

施
設
事
業
費
、
約

87
億
５,
０
０
０
万
円
、
ま
た
運
営
・

維
持
管
理
費
、
約
23
憶
９
０
0
万
円

で
す
が
、
そ
の
積
算
は
ど
の
よ
う
に

お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

■
山
本
課
長　

平
成
29
年
度
に
実

施
し
た「
民
間
活
力
導
入
可
能
性
調

査
」
に
お
い
て
、
収
容
人
員
２
０
，

０
０
０
人
で
プ
ロ
野
球
一
軍
公
式
戦

の
開
催
に
対
応
し
た
機
能
を
モ
デ
ル

プ
ラ
ン
と
し
た
施
設
機
能
及
び
規
模

を
基
本
と
し
て
算
出
し
た
概
算
額
で

す
。

　
ま
た
、
運
営・
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
は
、
事
業
期
間
を
15
年
間
と
設
定

し
て
、
現
在
の
県
営
野
球
場
や
市
営

野
球
場
の
指
定
管
理
料
を
ベ
ー
ス
に

概
算
額
を
算
出
し
た
も
の
で
す
。　

□
ゆ
り
こ　
市
民
の
声
と
し
て
、
ど
う

せ
大
規
模
施
設
の
整
備
な
ら
、
全
天
候
型
、

ド
ー
ム
球
場
を
と
、
要
望
が
あ
り
ま
す
が
。

■
山
本
課
長　

盛
岡
市
、
岩
手
県
の

気
候
等
を
考
慮
す
る
と
、
野
球
等
の

競
技
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
ド
ー
ム
球
場
が
必
要
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で

す
が
、
莫
大
な
建
設
費
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
11
月
５
日
に
発
表
さ
れ
た

北
海
道
北
広
島
市
に
開
業
予
定
の
収

容
人
数
約
３
５
，
０
０
0
人
、
日
本

初
の
開
閉
式
屋
根
を
備
え
た
天
然
芝

球
場
の
建
設
費
は
、
約
６
０
0
億
円

と
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
球
場

は
、
プ
ロ
野
球
日
本
ハ
ム
の
新
本
拠

地
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
民
間
企
業

が
所
有
す
る
も
の
で
す
。　

一
般
的

【
資
金
調
達
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
こ
れ
ら
巨
費
の
財
源
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
資
金
調
達
は
ど
の

よ
う
に
。
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
あ

り
か
た
、
民
間
資
金
導
入
な
ど
は
。

■
山
本
課
長　
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

民
間
資
金
の
活
用
を
基
本
と
し
ま
す

が
、
起
債
な
ど
の
条
件
を
比
較
し
、

事
業
実
施
上
有
利
な
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
資
金
調
達
を
行
う
こ
と
と
し
ま

す
。

　

な
か
で
も
、
古
く
な
っ
た
公
共
施

設
を
集
約
化・
複
合
化
す
る
場
合
に
利

用
で
き
る「
公
共
施
設
等
適
性
管
理
推

進
事
業
債
」
な
ど
有
利
な
資
金
調
達

に
努
め
ま
す
。

　
（
当
該
地
方
債
を
活
用
し
た
場
合
、

既
存
の
市
営
野
球
場
と
県
営
野
球
場

を
、
新
野
球
場
の
供
用
開
始
後
５
年

以
内
に
廃
止
す
る
こ
と
が
要
件
と
な

る
も
の
で
す
。）

□
ゆ
り
こ　
市
と
県
の
負
担
割
合
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
そ
の
根
拠
は

ど
の
よ
う
に
。

■
山
本
課
長　

市
と
県
の
負
担
割
合

の
考
え
方
で
す
が
、
建
設
費
に
つ
い

て
は
概
ね「
市
６
：
県
４
」
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
根
拠
で
す
が
、
市
は
、

収
容
人
員
１
万
人
規
模
の
施
設
を
単

独
で
整
備
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
の

野
球
場
と
屋
内
練
習
場
の
整
備
費
相

当
額
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。
県
は
、

収
容
人
員
２
万
人
規
模
の
施
設
の
野

球
場
と
屋
内
練
習
場
の
整
備
費
用
か

ら
市
が
負
担
す
る
整
備
費
相
当
額
差

し
引
い
た
額
を
負
担
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
ま
す
。

　

運
営
・
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、

市
の
主
催
事
業
や
高
校
野
球
岩
手
県

大
会
、
プ
ロ
野
球
１
軍
公
式
戦
の
開

催
に
配
慮
し
、
そ
の
他
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
が
公
平
に
利
用
で

き
る
よ
う
利
用
調
整
を
行
う
こ
と
を

考
慮
し
、
調
整
を
行
い
、
今
後
詳
細

に
つ
い
て
は
決
定
す
る
も
の
で
す
。

□
ゆ
り
こ　
他
市
の
先
進
事
例
を
み

る
と
、
災
害
時
に
む
け
て
の
備
蓄
倉

庫
の
整
備
を
あ
わ
せ
て
行
う
ケ
ー
ス

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ

う
。

■
山
本
課
長　

野
球
場
の
整
備
に
併

せ
、
災
害
時
に
備
え
た
備
蓄
倉
庫
の

設
置
や
、「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
に

指
定
さ
れ
た
場
合
に
対
応
す
る
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
等
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩

手
県
が
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ

オ
を
支
援
物
資
の
保
管
場
所
に
利
用

し
た
よ
う
に
、
屋
内
練
習
場
を
そ
の

仕
様
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

【
参
考
事
例
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
先
日
、
行
政
視
察
で
ご

一
緒
し
た
、
松
山
市
の「
坊
ち
ゃ
ん
球

場
」
で
す
が
、
大
変
人
気
が
高
く
、

注
目
を
あ
つ
め
る
球
場
で
す
。
大
変

立
派
な
も
の
で
す
が
、
運
営
に
は
ご

苦
労
が
多
く
、
設
備
投
資
に
た
い
し

て
の
収
益
は
少
な
く
、
運
営
者
の
方

は「
一
般
住
宅
に
、
ぜ
い
た
く
な
座
敷

を
設
け
た
よ
う
な
も
の
」
と
評
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
盛
岡
の
場
合
、
そ

れ
ら
の
心
配
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

■
山
本
課
長　
松
山
市
の「
坊
ち
ゃ
ん

球
場
」
は
、
四
国
で
最
大
の
３
万
人

を
収
容
す
る
施
設
規
模
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

　

プ
ロ
野
球
の
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ
が
、
毎
年
２
試
合
ほ
ど
公
式
戦
を

開
催
し
て
い
ま
す
し
、
秋
季
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
独
立
リ
ー
グ
で
あ
る
四
国
ア

イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
プ
ラ
ス
の
愛
媛
マ

ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
グ

ラ
ン
ド
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

球
場
の
施
設
規
模
に
対
す
る
試
合
数

は
多
い
と
は
言
え
ず
、
ま
た
天
然
芝

を
使
用
し
て
お
り
、
養
生
期
間
も
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
収
益
性
は
高
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
屋
内

練
習
場
は
、
利
用
率
も
高
く
、
収
益

性
も
高
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

□
ゆ
り
こ　
付
属
の
施
設
、
野
球
の
発

展
に
貢
献
大
で
あ
る
、
先
人
の
顕
彰
施

設
も
立
派
で
し
た
。盛
岡
の
新
球
場
も
、 図1
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お
り
、
施
設
の
老
朽
化
が
顕
著
で
あ
り
、

大
会
等
に
使
用
さ
れ
る
機
会
が
減
少
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
市
は
代
替

施
設
の
整
備
と
し
て
、
収
容
人
員
１
万

人
規
模
の
野
球
場
の
建
設
を
検
討
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
県
営
野
球
場
は
、
昭
和
45
年

に
開
設
し
、
昭
和
58
年
、
平
成
５
年
に

大
規
模
な
改
修
を
行
っ
て
き
た
が
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
市
が
、

県
に
対
し
て
２
万
人
規
模
の
野
球
場
の

共
同
整
備
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、
共

同
整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
き
た

も
の
で
す
。

□
ゆ
り
こ　
新
市
営
球
場
に
つ
い
て

は
、
現
球
場
の
老
朽
化
が
一
因
で
す

が
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
、
平
成
４
年
、

旧
都
南
村
と
の
合
併
に
あ
た
り
、
新

球
場
を
都
南
地
区
に
、
と
の
要
望
が

あ
り
、
実
現
を
見
る
形
と
な
っ
た
と

の
見
解
が
あ
り
ま
す
。

【
経
緯
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

要
望
が
大
き
か
っ
た
新
市
営
球
場
で

す
。
こ
の
た
び
県
も
ま
た
新
県
営
球

場
を
と
の
意
向
で
、
な
ら
ば
共
同
で

整
備
を
お
こ
な
う
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
規
模
も
当
初
、
市
単
独
の
設

定
で
は
、
収
容
人
員
1
万
人
か
ら
、

２
万
人
規
模
へ
。
こ
の
経
緯
を
う
か

が
い
ま
す
。

■
山
本
課
長　
現
市
営
野
球
場
は
、
昭

和
13
年
に
開
場
し
約
80
年
が
経
過
し
て

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

ゆ
り
こ
の　
　
　
　

レ
ポ
ー
ト

突
撃
突
撃
突
撃

と
つ
げ
き

と
つ
げ
き

【
そ
の
○
】
45

　 　
い
よ
い
よ
着
手
が
な
る
、
盛
岡

南
公
園
野
球
場（
仮
称
）、
永
井
地

区
に
お
け
る
、
推
進
計
画
。
そ
の

意
義
と
見
込
ま
れ
る
効
果
に
つ
い

て
、
盛
岡
市
市
民
部
・
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
、
山
本
英
朝
課
長
に
お
話

を
う
か
が
い
ま
す
。

盛
岡
市
、岩
手
県
と
も
に
取
り
く
む『
盛
岡
南
公

園
野
球
場（
仮
称
）』整
備
事
業
。

県・市
共
同
で
の
初
の
試
み
、い
ま
動
き
だ
す
、、

■
山
本
課
長　
所
在
地
に
つ
い
て
で
あ

り
ま
す
が
、
平
成
４
年
の
盛
岡
市
と
都

南
村
の
合
併
建
設
計
画
に
お
い
て
は
、

野
球
場
を
都
南
東
部
地
区
へ
建
設
を
進

め
る
と
の
記
載
も
あ
っ
た
が
、
平
成
６

年
に
策
定
さ
れ
た
盛
岡
市
体
育
施
設
整

備
基
本
計
画
に
よ
る
と
、
野
球
場
建
設

地
は
盛
岡
南
公
園
が
適
地
と
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
後
、
平
成
11
年
度
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
平
成
28
年
度
の
岩
手

国
体
、
岩
手
大
会
に
向
け
て
野
球
場
以

外
の
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
野
球
場
に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年
に

「
盛
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」
を
策

定
し
、
こ
の
計
画
期
間
内（
平
成
25
年

度
〜
34
年
度
）
内
に
整
備
を
行
う
こ
と

と
し
た
も
の
で
す
。　
以
前
は
殴
る・

【
規
模
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
規
模
に
つ
い
て
は
、
図

1
の
通
り
で
す
。
ど
の
よ
う
な
構
想

に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。

■
山
本
課
長　

野
球
場
の
施
設
規
模

に
つ
き
ま
し
て
は
、「
公
認
野
球
規
則
」

で
定
め
る
施
設
基
準
に
合
致
し
、
プ
ロ

野
球
一
軍
公
式
戦
の
開
催
に
対
応
し
た

機
能
で
、
フ
ィ
ー
ル
ド
サ
イ
ズ
は
両
翼

１
０
０
ｍ
、
中
堅
１
２
２
ｍ
と
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
現
時
点
で
、
岩
手
県
内
に

お
い
て
こ
の
基
準
を
ク
リ
ヤ
し
た
野
球

場
は
な
い
も
の
で
す
。

　
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
内
外
野
全
面
に
人

工
芝
を
張

り
、
利
用
期

間
の
延
長
と

天
然
芝
の
養

生
期
間
を
な

く
す
こ
と
に

よ
り
利
用
率

の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
夜

間
照
明
は
、

照
度
基
準
を

硬
式
野
球
の

公
式
戦
が

開
催
で
き
る

明
る
さ
を
確

保
し
ま
す
。

収
容
人
員
は
、
内
野
１
２
，
０
０
０

人
、
外
野
８
，
０
０
０
人
の
計
２
０
，

０
０
０
人
と
す
る
も
の
で
す
。
駐
車
場

は
、
新
た
に
１
，
０
０
０
台
分
を
整
備

し
、
既
存
の
２
０
０
台
分
と
併
せ
１
，

２
０
０
台
と
す
る
も
の
で
す
。

屋
内
練
習
場
は
、
野
球
場
と
別
棟
と
し
、

内
野
が
入
る
大
き
さ
と
し
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
や
野
球
以
外
に
も
多
目
的
に

利
用
で
き
る
よ
う
計
画
し
ま
す
。　
盛

【
事
業
費
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　

施
設
事
業
費
、
約

87
億
５,
０
０
０
万
円
、
ま
た
運
営
・

維
持
管
理
費
、
約
23
憶
９
０
0
万
円

で
す
が
、
そ
の
積
算
は
ど
の
よ
う
に

お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

■
山
本
課
長　

平
成
29
年
度
に
実

施
し
た「
民
間
活
力
導
入
可
能
性
調

査
」
に
お
い
て
、
収
容
人
員
２
０
，

０
０
０
人
で
プ
ロ
野
球
一
軍
公
式
戦

の
開
催
に
対
応
し
た
機
能
を
モ
デ
ル

プ
ラ
ン
と
し
た
施
設
機
能
及
び
規
模

を
基
本
と
し
て
算
出
し
た
概
算
額
で

す
。

　
ま
た
、
運
営・
維
持
管
理
費
に
つ
い

て
は
、
事
業
期
間
を
15
年
間
と
設
定

し
て
、
現
在
の
県
営
野
球
場
や
市
営

野
球
場
の
指
定
管
理
料
を
ベ
ー
ス
に

概
算
額
を
算
出
し
た
も
の
で
す
。　

□
ゆ
り
こ　
市
民
の
声
と
し
て
、
ど
う

せ
大
規
模
施
設
の
整
備
な
ら
、
全
天
候
型
、

ド
ー
ム
球
場
を
と
、
要
望
が
あ
り
ま
す
が
。

■
山
本
課
長　

盛
岡
市
、
岩
手
県
の

気
候
等
を
考
慮
す
る
と
、
野
球
等
の

競
技
レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
ド
ー
ム
球
場
が
必
要
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
を
い
た
だ
く
と
こ
ろ
で

す
が
、
莫
大
な
建
設
費
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
11
月
５
日
に
発
表
さ
れ
た

北
海
道
北
広
島
市
に
開
業
予
定
の
収

容
人
数
約
３
５
，
０
０
0
人
、
日
本

初
の
開
閉
式
屋
根
を
備
え
た
天
然
芝

球
場
の
建
設
費
は
、
約
６
０
0
億
円

と
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
球
場

は
、
プ
ロ
野
球
日
本
ハ
ム
の
新
本
拠

地
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
民
間
企
業

が
所
有
す
る
も
の
で
す
。　

一
般
的

【
資
金
調
達
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
こ
れ
ら
巨
費
の
財
源
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
資
金
調
達
は
ど
の

よ
う
に
。
国
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
の
あ

り
か
た
、
民
間
資
金
導
入
な
ど
は
。

■
山
本
課
長　
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

民
間
資
金
の
活
用
を
基
本
と
し
ま
す

が
、
起
債
な
ど
の
条
件
を
比
較
し
、

事
業
実
施
上
有
利
な
組
み
合
わ
せ
に

よ
り
資
金
調
達
を
行
う
こ
と
と
し
ま

す
。

　

な
か
で
も
、
古
く
な
っ
た
公
共
施

設
を
集
約
化・
複
合
化
す
る
場
合
に
利

用
で
き
る「
公
共
施
設
等
適
性
管
理
推

進
事
業
債
」
な
ど
有
利
な
資
金
調
達

に
努
め
ま
す
。

　
（
当
該
地
方
債
を
活
用
し
た
場
合
、

既
存
の
市
営
野
球
場
と
県
営
野
球
場

を
、
新
野
球
場
の
供
用
開
始
後
５
年

以
内
に
廃
止
す
る
こ
と
が
要
件
と
な

る
も
の
で
す
。）

□
ゆ
り
こ　
市
と
県
の
負
担
割
合
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
た
そ
の
根
拠
は

ど
の
よ
う
に
。

■
山
本
課
長　

市
と
県
の
負
担
割
合

の
考
え
方
で
す
が
、
建
設
費
に
つ
い

て
は
概
ね「
市
６
：
県
４
」
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
根
拠
で
す
が
、
市
は
、

収
容
人
員
１
万
人
規
模
の
施
設
を
単

独
で
整
備
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
の

野
球
場
と
屋
内
練
習
場
の
整
備
費
相

当
額
を
負
担
す
る
も
の
で
す
。
県
は
、

収
容
人
員
２
万
人
規
模
の
施
設
の
野

球
場
と
屋
内
練
習
場
の
整
備
費
用
か

ら
市
が
負
担
す
る
整
備
費
相
当
額
差

し
引
い
た
額
を
負
担
す
る
こ
と
を
基

本
と
し
ま
す
。

　

運
営
・
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
、

市
の
主
催
事
業
や
高
校
野
球
岩
手
県

大
会
、
プ
ロ
野
球
１
軍
公
式
戦
の
開

催
に
配
慮
し
、
そ
の
他
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
が
公
平
に
利
用
で

き
る
よ
う
利
用
調
整
を
行
う
こ
と
を

考
慮
し
、
調
整
を
行
い
、
今
後
詳
細

に
つ
い
て
は
決
定
す
る
も
の
で
す
。

□
ゆ
り
こ　
他
市
の
先
進
事
例
を
み

る
と
、
災
害
時
に
む
け
て
の
備
蓄
倉

庫
の
整
備
を
あ
わ
せ
て
行
う
ケ
ー
ス

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、い
か
が
で
し
ょ

う
。

■
山
本
課
長　

野
球
場
の
整
備
に
併

せ
、
災
害
時
に
備
え
た
備
蓄
倉
庫
の

設
置
や
、「
指
定
緊
急
避
難
場
所
」
に

指
定
さ
れ
た
場
合
に
対
応
す
る
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備
等
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
岩

手
県
が
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ

オ
を
支
援
物
資
の
保
管
場
所
に
利
用

し
た
よ
う
に
、
屋
内
練
習
場
を
そ
の

仕
様
と
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

【
参
考
事
例
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
先
日
、
行
政
視
察
で
ご

一
緒
し
た
、
松
山
市
の「
坊
ち
ゃ
ん
球

場
」
で
す
が
、
大
変
人
気
が
高
く
、

注
目
を
あ
つ
め
る
球
場
で
す
。
大
変

立
派
な
も
の
で
す
が
、
運
営
に
は
ご

苦
労
が
多
く
、
設
備
投
資
に
た
い
し

て
の
収
益
は
少
な
く
、
運
営
者
の
方

は「
一
般
住
宅
に
、
ぜ
い
た
く
な
座
敷

を
設
け
た
よ
う
な
も
の
」
と
評
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
盛
岡
の
場
合
、
そ

れ
ら
の
心
配
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

■
山
本
課
長　
松
山
市
の「
坊
ち
ゃ
ん

球
場
」
は
、
四
国
で
最
大
の
３
万
人

を
収
容
す
る
施
設
規
模
を
誇
っ
て
い

ま
す
。

　

プ
ロ
野
球
の
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ
が
、
毎
年
２
試
合
ほ
ど
公
式
戦
を

開
催
し
て
い
ま
す
し
、
秋
季
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
独
立
リ
ー
グ
で
あ
る
四
国
ア

イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
プ
ラ
ス
の
愛
媛
マ

ン
ダ
リ
ン
パ
イ
レ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
グ

ラ
ン
ド
と
し
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

球
場
の
施
設
規
模
に
対
す
る
試
合
数

は
多
い
と
は
言
え
ず
、
ま
た
天
然
芝

を
使
用
し
て
お
り
、
養
生
期
間
も
必

要
で
あ
る
こ
と
か
ら
収
益
性
は
高
い

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
屋
内

練
習
場
は
、
利
用
率
も
高
く
、
収
益

性
も
高
い
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

□
ゆ
り
こ　
付
属
の
施
設
、
野
球
の
発

展
に
貢
献
大
で
あ
る
、
先
人
の
顕
彰
施

設
も
立
派
で
し
た
。盛
岡
の
新
球
場
も
、 図1



―1――1― ―4―

発行／後藤ゆり子事務所
〒020-0807　盛岡市加賀野1丁目17-3
電話／019-654-2220　FAX／019-654-2231
携帯／090-2366-1036

盛岡市議会議員《盛友会》後藤百合子だより
■
再
犯
防
止
計
画
に
つ
い
て

　

再
犯
防
止
推
進
計
画
と
は
、

平
成
29
年
閣
議
決
定
と
な
っ

た
、
国
民
が
犯
罪
被
害
に
あ
わ

ぬ
よ
う
、
5
年
間
で
政
府
が
取

り
く
む
初
の
計
画
。
こ
ん
に
ち

再
犯
率
は
約
49
％
刑
事
司
法
関

係
者
の
み
の
と
り
く
み
で
は
限

界
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
民

間
協
力
者
が
一
丸
と
な
っ
た
と

り
く
み
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ

の
5
の
基
本
方
針　

①
誰
一
人

と
り
の
こ
さ
な
い
社
会
実
現　

②
切
め
の
な
い
指
導
、
支
援　

③
犯
罪
者
に
、
社
会
復
帰
の
た

め
自
ら
の
努
力　

④
社
会
情
勢

に
応
じ
た
施
策　

⑤
国
民
の
関

心
、
理
解
を
じ
ょ
う
せ
い

7
の
重
点
課
題
と
具
体
的
施
策

　

①
就
労
・
住
居
の
確
保　

②

保
健
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利

用
の
促
進　

③
学
校
等
と
連
携

し
た
就
学
支
援　

④
特
性
に
応

じ
た
効
果
的
指
導　

⑤
民
間
協

力
者
の
活
動
推
進
、
公
報
・
啓

発
活
動
の
推
進　

⑥
地
方
公
共

団
体
の
連
携
強
化　

⑦
関
係
機

関
の
人
的
・
物
的
体
制
の
整
備

で
あ
る
。ア

．
計
画
を
策
定
の
意

義
は
。
盛
岡
市
が
同
計

画
を
勘
案
し
、
ま
た
盛
岡
市
再

犯
防
止
計
画
を
さ
だ
め
る
努
力

義
務
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
は
い
か
が
か
。

市
で
は
国
の
動
き
に
あ

わ
せ
、
犯
罪
を
お
こ
な

っ
た
人
の
更
生
保
護
に
と
り
く

み
再
犯
を
防
止
し
、
安
全
安
心

な
街
づ
く
り
を
目
ざ
す
。
国
の

計
画
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
、
地

方
版
計
画
を
策
定
す
る
。

イ
．
先
日
発
生
の
、
市

内
の
外
食
店
で
、
売
上

金
を
収
奪
し
よ
う
と
の
、
窃
盗

事
件
。
犯
人
は
再
犯
者
、
仙
台

市
で
事
件
を
お
こ
し
、
事
業
主

は
そ
の
弁
済
を
し
た
が
、
生
活

態
度
あ
ら
た
ま
ら
ず
、
事
件
に

い
た
っ
た
。
再
犯
は
、
泥
棒
、

詐
欺
、
薬
物
等
多
く
、
性
犯
罪

は
大
変
多
い
が
、
結
婚
を
へ
て

お
さ
ま
る
場
合
も
あ
る
。
実
態

は
ど
う
か
。

矯
正
施
設
等
を
退
所
後

は
、
職
業
と
住
居
の
確
保

が
大
事
と
認
識
し
て
お
り
、
支

援
が
必
要
。
岩
手
県
に
お
け
る

再
犯
者
に
つ
い
て
は
、
27
年
度
、

検
挙
者
1
，
4
3
0
人
、
う
ち

再
犯
が
7
0
3
人
、
再
犯
率
は

49
．
2
％
。
28
年
度
1
，
2
8
2

人
、
う
ち
6
8
0
人
で
53
％
、

29
年
度
1
，
2
7
2
人
、
う
ち

6
4
5
人
で
50
．
7
％
。

市
は
国
の
モ
デ
ル
事
業

に
応
募
、
認
定
と
な
っ
た

が
、
応
募
の
根
拠
と
、
ど
の
よ

う
な
事
業
を
お
こ
な
う
の
か
。

応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
市
に
3

施
設「
盛
岡
少
年
刑
務

所
」「
盛
岡
少
年
院
」「
盛

岡
少
年
鑑
別
所
」
が
あ
る
こ
と

で
、
取
り
く
む
べ
き
と
判
断
。

テ
ー
マ
は
3
つ「
高
齢
者
ま
た

は
障
害
あ
る
者
」「
犯
罪
を
し

た
者
の
等
の
居
場
所
の
確
保
」

「
犯
罪
を
し
た
者
の
等
の
居
場

所
の
確
保
」
に
取
り
く
む

保
護
観
察
所
な
ど
、
関
係

機
関
と
の
連
携
は
ど
う
か
。

法
務
省
の
関
係
で
は
、

盛
岡
保
護
観
察
所
、
盛

岡
地
方
検
察
庁
、
盛
岡
少
年
刑

務
所
、
盛
岡
少
年
院
、
盛
岡
少

年
鑑
別
所
な
ど
。
民
間
団
体
で

は
、
盛
岡
地
区
保
護
司
会
、
更

生
保
護
女
性
会
、
盛
岡
地
区
の

更
生
保
護
協
力
事
業
主
連
絡
協

議
会
な
ど
。
ま
た
不
動
産
関
係

者
に
も
協
力
願
い
た
い
。

ど
の
よ
う
に
進
め
て
ゆ

く
か
。

ま
ず
11
月
に
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
的
な
も
の
を
お

こ
な
う
。計
画
期
間
中
は
毎
年
、

市
民
を
対
象
に
、
再
犯
防
止
と

は
何
か
、
P
R
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
を
お
こ
な
う
。
そ
の
周
知
の

あ
り
か
た
は
検
討
し
た
い
。
市

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
領
域
に
踏
み
込
ん

で
ゆ
く
こ
と
で
あ
り
、
し
っ
か

り
と
取
り
く
み
、
再
犯
防
止
、

犯
罪
を
減
ら
す
よ
う
な
成
果
に

結
び
つ
け
た
い
。

第46号
2018．冬

市
政
だ
よ
り
、「
ゆ
り
こ
の
議
会
だ
よ
り
」は
、

政
務
活
動
費
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

2018(平成30年)
9月12日

一般質問（一問一答）

【
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】

２
０
１
9
年
2
月
17
日（
日
）ご
ご
２
時
よ

り
サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡
に
て
市
政
報
告
会
を

お
こ
な
い
ま
す
。。　

私
が
要
望
、
提
唱
し
て
き
た
先
人
、
久

慈
次
郎
、
獅
子
内
謹
一
郎
等
、
は
じ
め

今
日
の
、
大
谷
翔
平
等
、
顕
彰
施
設
の

設
置
が
あ
り
、う
れ
し
い
か
ぎ
り
で
す
。

■
山
本
課
長　

規
模
、
展
示
物
等
は

こ
れ
か
ら
の
検
討
と
な
り
ま
す
が
、

松
山
市
の「
坊
ち
ゃ
ん
球
場
」
の
野
球

歴
史
資
料
館（
の
・
ボ
ー
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
）
の
よ
う
に
、
松
山
市
の
先
人

の
み
な
ら
ず
、
愛
媛
県
の
先
人
を
紹

介
し
て
い
ま
し
た
が
、
同
様
に
、
盛

岡
市
の
先
人
の
み
な
ら
ず
、
岩
手
県

の
先
人
を
紹
介
で
き
る
施
設
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

近
年

【
連
携
協
約
と
事
務
の
委
託
に
つ
い
て
】

□
ゆ
り
こ　
市
と
県
の
、
初
の
共
同

事
業
で
す
。
つ
い
て
は「
連
携
協
約
」

と「
事
務
の
委
託
」
が
必
要
と
、
お
聞

き
し
ま
す
。

■
山
本
課
長　

本
事
業
計
画
は
、
岩

手
県
及
び
盛
岡
市
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公

の
施
設
と
し
て
条
例
設
置
す
る
こ
と

に
伴
い
、
地
方
自
治
法
に
定
め
る「
連

携
契
約
」
を
締
結
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
も
の
で
、

県
議
会
及
び
市
議
会
そ
れ
ぞ
れ
の
議

決
が
必
要
と
な
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
共
同
事
業
に
お
い
て
、
民

間
活
力
に
よ
り
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

「
県
市
共
同
所
有・
市
単
独
発
注
方
式
」

を
採
用
予
定
で
あ
り
、
県
の
事
務
を

市
が
受
託
す
る
こ
と
か
ら
、
地
方
自

ゆりこの盛岡市議会
Q＆Ａ

ゆりこの盛岡市議会
Q＆Ａ

治
法
に
定
め
る「
事
務
の
委
託
」
に
つ

い
て
締
結
す
る
も
の
で
、
県
議
会
及

び
市
議
会
そ
れ
ぞ
れ
の
議
決
が
必
要

と
な
る
も
の
で
す
。

【
実
現
に
む
け
て
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

□
ゆ
り
こ　

こ
れ
か
ら
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
き
、
う
か
が
い
ま
す
。

■
山
本
課
長
平
成
30
年
12
月
市
議
会

と
同
県
議
会
に
お
い
て
、「
連
携
協

約
」
に
か
か
る
議
決
を
い
た
だ
き
締

結
、
31
年
１
月
に「
盛
岡
南
公
園
野
球

場（
仮
称
）
整
備
事
業
整
備
基
本
計
画

（
案
）」
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
、
実
施
方
針・
業
務
要

求
水
準
書（
案
）
を
公
表
し
ま
す
。
３

月
市
議
会
と
同
県
議
会
に「
事
務
の
委

託
」
に
か
か
る
議
決
を
い
た
だ
き
締

結
、
４
月
に
業
者
選
定
に
係
る
募
集

要
項
を
公
表
し
、
11
月
に
事
業
者
選

定
を
行
い
ま
す
。

　

32
年
３
月
に
事
業
者
と
本
契
約
を

締
結
し
、
32
年
４
月
か
ら
設
計・
施
工

に
着
手
し
、
35
年
４
月
供
用
開
始
を

目
差
し
ま
す
。

【
共
同
事
業
の
意
義
】

□
ゆ
り
こ　
初
の
共
同
事
業
は
、
意
義

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
し
ょ
う
。
ま
た
今
後
、
他
分

野
に
お
け
る
展
開
、
そ
の
影
響
な
ど
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
。

■
山
本
課
長　

今
回
の
事
業
は
、
県

と
市
の
共
同
事
業
に
よ
る
施
設
整
備

④
こ
れ
か
ら
の
展
望

②
取
り
く
み
の
意
向

①
計
画
に
対
す
る
認
識

③
関
係
機
関
と
の
連
携

で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の「
県
市
共

同
所
有
」
は
全
国
で
初
の
事
例
で
す
。

ま
た
、
県
と
市
の
共
同
事
業
を「
民
間

資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等

の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
Ｐ

Ｆ
Ｉ
法
）」
に
基
づ
く
事
業
手
法
を
採

用
す
る
の
も
全
国
で
初
の
事
例
と
な

る
も
の
で
す
。

　

今
後
、
人
口
減
に
よ
り
公
共
施
設

の
縮
小
が
必
要
と
な
る
中
で
、
県
と

市
の
共
同
事
業
は
、
今
後
の
モ
デ
ル

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
分

野
以
外
で
も
必
要
と
な
る
と
考
え
て

い
ま
す
。　

盛
岡
市
配
偶
者
暴
力
相

□
ゆ
り
こ　
現
在
の
市
営
野
球
場
は
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
を
お
考
え
で
し
ょ
う
。

■
山
本
課
長　

現
市
営
野
球
場
に
つ

い
て
は
、「
盛
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
適

正
配
置
方
針
」
に
お
い
て
、『
建
替
え
』

「
硬
式
野
球
大
会
が
開
催
で
き
る
施
設

と
し
て
、
計
画
期
間
内
に
建
て
替
え

を
行
い
、
現
施
設
に
つ
い
て
は
、
廃

止
と
す
る
。」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
資
金
と
し
て
前
述
し
た「
公

共
施
設
等
適
性
管
理
推
進
事
業
債
」

を
活
用
し
た
場
合
、
既
存
の
市
営
野

球
場
と
県
営
野
球
場
を
、
新
野
球
場

の
供
用
開
始
後
５
年
以
内
に
廃
止
す

る
こ
と
が
要
件
と
な
る
も
の
で
す
。

平
成
35
年
に
供
用
開
始
し
た
場
合
、

40
年
ま
で
に
は
廃
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
供
用
開
始
後
の

利
用
状
況
や
、
競
技
団
体
、
市
営
野

球
場
の
あ
る
地
元
町
内
会
等
か
ら
意

見
を
伺
い
、
対
応
方
針
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
最
後
に
】

□
ゆ
り
こ　
現
在
の
市
営
球
場
の
整

備
に
は
、
私
の
祖
父
・
後
藤
清
郎（
現

在
の
岩
手
日
報
社
の
創
業
者
。
昭
和
17

年
か
ら
逝
去
の
20
年
2
月
ま
で
、
翼
賛

推
薦
の
盛
岡
市
議
会
議
員
）
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
昭
和
11
年
2
月
の
社
説
等

に
、
市
営
球
場
を
現
在
の
場
所
に
整
備

す
べ
し
と
の
、
論
陣
を
は
り
推
奨
し
ま

し
た
。
当
時
の
県・
市
は
左
京
長
根（
旧

競
馬
場
付
近
）
を
想
定
し
た
も
の
を
く

つ
が
え
す
に
い
た
り
、
そ
の
結
果
、
盛

岡
市
の
野
球
ス
ポ
ー
ツ
は
、
大
躍
進
を

果
た
し
ま
し
た
。
新

球
場
の
整
備
に
あ
た

り
、
こ
れ
ら
経
緯
を

検
証
の
上
、
現
球
場

の
今
後
あ
る
べ
き
姿

を
検
討
さ
れ
た
い
。


